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総合創作劇で命の尊さを伝える 

希望が丘小が「一人・ひとりの長岡空襲 2025」を上演 
 
希望が丘小学校の６年生「ひまわり学年」は、総合的な学習の時間に長岡空襲をテーマ

に平和学習に取り組んでいます。これまで、長岡空襲を体験された方から話を聞いたり、

校外学習で空襲に関連する史跡や施設を見学するなど、当時の悲惨な様子や生活の困難

さ、命の大切さを学びました。 

このたび、学習の集大成として、命の尊さを多くの方へ伝える総合創作劇を上演しま

す。長岡空襲・戦後８０年となる節目の年に、戦争の記憶を風化させず継承するととも

に、平和の尊さを後世に伝えていきます。 

つきましては、下記のとおり概要をお知らせしますので、ぜひ取材くださるようお願い

します。 

                                                                                                 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

         

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

総合創作劇「一人・ひとりの長岡空襲 2025」 

～命の声を紡ぎ 残そう平和の種～ 
 

１ 日  時  １１月２７日（木）午後３時～４時３０分（開場：午後２時３０分） 
 

２ 場  所  長岡リリックホール シアター（長岡市千秋３丁目１３５６番地６） 
 

３ 内  容  長岡空襲の体験談を基に児童が制作した創作劇 
            
４ 参 加 者  ６年生全児童 ６３人、地域の方・保護者 約２５０人 

 

５ そ の 他  ・詳細については、別紙チラシをご覧ください。 

・取材いただける場合は、座席を準備しますので、当日正午までに 

下記担当へご連絡をお願いします。 

・同日午後５時（劇終演後）から、信濃川河川敷で鎮魂と平和の花火 

「白菊」（１０号２発）を打ち上げます。 

   

（問い合わせ：長岡市立希望が丘小学校 教頭 酒井 ℡：0258‐28‐0800） 

▲昨年の様子 




